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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
388億4,900万円
352億5,136万8千円
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（＋
（＋
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／＋
／＋
／＋
／＋

157,058
77,988
79,070
61,292

人
人
人
世帯

237
109
128
247

1,952
951
1,001
1,612

）
）
）
）

毎月1日・15日発行

〈4月1日現在〉

グリーンフェスティバル実行委員会

委員長　恵良好敏さん

　「都心から一番近い森の街」を市民の皆
さんと一緒に楽しんでいます。ことしも
花と緑と音楽の祭典でグリーンウイーク
を体感してください。ひとつ提案ですが、

ハンカチでも、携帯電話のストラップでも、靴下でも何かひと
つ緑色のものを身につけて会場に行くというのはいかがでしょ
うか。一緒に楽しみましょう。会場でお待ちしています！

イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
づ
く
り
に

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

日
時　

４
月
29
日
㈷
10
時
集
合

　

会
場　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
南
口
都
市
広
場

　

内
容　

イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
と
は
、
花
で
描
く
大
き
な

絵
。
一
昨
年
は
、
同
駅
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
オ
オ
タ
カ
の

絵
を
、
昨
年
は
虹
が
架
か
る
森
を
、
そ
し
て
、
こ
と
し
は
、

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
の
「
し
あ
わ
せ
」
に
ち
な
み
、
よ
つ
ば

の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
絵
を
描
き
ま
す
。
10
メ
ー
ト
ル
四
方
の

花
壇
に
、
６
４
０
０
個
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
並
べ
ま
す

が
、
大
き
な
下
絵
の
上
に
指
示
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

を
置
い
て
行
く
簡
単
な
作
業
な
の
で
、
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

☎
７
１
５
０―

６
３
０
８

感 触楽しむ、 じる、 れあう
自然を

グリーンウイーク

会場

ストリートアート（路上絵画）
4月29日㈷〜5月5日㈷（制作から展示まで）（雨天中止）
　昨年12月に行われたおおたかの森ウィンターファン
タジアで大好評だったストリートペインティングアー
ティスト・水井友仁さんのストリートアート（路上絵画）
も今回のイベントに花を添えます。
　描画のテーマは「花と少女」。

関連イベント
　おおたかの森Ｓ・Ｃ3階市出張所ロビーでは、日曜
情報センターが開催されます。5月3日㈷・4日㈷の2日
間10時～16時まで、緑と自然から生まれた和の作品展
「和を愉しむ」を、5月5日㈷13時30分～15時30分まで、
曳地トシさん・義治さん夫妻を講師に「市民講演会・無
農薬で庭を楽しむ」を開催します。いずれも入場無料。

流山おおたかの森駅南口都市広場
問い合わせ　マーケティング課☎7150－6308（土・日曜、祝日を除く）

インフィオラータ（花絵）
展示販売
展示期間　4月29日㈷～5月5日㈷
　5月5日15時30分から解体販売しま
す。

フリーマーケット
5月3日 ㈷ ～5日 ㈷10時 ～15時（5日 は
11時～）（雨天中止）
　エコ・リサイクル・ふれあいをテー
マに開催。出店者も募集しています。
（運営はNPO法人フリーマーケット推
進ネットワーク）
　出店希望者はフリマ推進ネット
（代表：植松☎048－299－6530）へ。

グリーンフェスティバル
5月5日㈷11時～20時
　広場では…
　オープンカフェ、ガーデニング展示、花・植
栽ポット販売、緑とふれあうオリエンテーリン
グゲーム、木工細工体験、フリーマーケットな
どがいっぱい。
　おおたかの森探検も13時から3回実施しま
す。
　ステージでは…
○昼の部（12時～15時）
　SO―GEN（奏弦）コンサート（女性９人によ

る大正琴のジャズやポップスコンサート）、高
砂ジャズオーケストラ（老いも若きもスイン
グ！）、沖縄ポップスバンド「チャンプラーズ」
（エイサーから涙そうそう、島唄まで）、Jリーグ・
レイソル応援キャラクター・レイくんも登場。
○夜の部（17時～20時）
　NANAMIバンド（ことし夏全国ロ－ドショ－
上映される「ロックンロ－ルダイエット」に出
演、4月27日CDリリ－ス）、水城ディサロ＆神
村ジャズバンド（おおたかの森お馴染みのジャ
ズバンド）など。

花と緑と音楽の祭典
  流山グリーンフェスティバル２００８

　「ゴールデンウイーク(GW)をグリー
ンウイークに」という呼びかけがされ
ています。市では、3年前から流山グ
リーンフェスティバルを開催して、「都
心から一番近い森の街」をアピールし
ています。ことしは、「しあわせ」をテー
マに行われます。緑や花々、上質な音
楽など、さまざまなアトラクションを
お楽しみいただき、春の一日、しあわ
せを感じてください。

　4/19㈯、6/7㈯は、市税などの新年度データ切り替え作業に伴い、住民記録などの全システムが停止するため休業させていた
だきます　問市民課☎７１５０－６０７５【おおたかの森出張所・休業のお知らせ】



1
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
理
念

　
『
市
健
康
都
市
宣
言
』
は
、
全

て
の
市
民
の
健
康
を
実
現
す
る
た

め
に｢

自
然
環
境
と
の
共
生｣

、｢

一
人
ひ
と
り
の
健
康
都
市
に
対
す

る
意
識
の
向
上｣

、｢

多
様
な
分
野

の
連
携｣

と
い
う
三
つ
の
柱
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
健
康
都
市
宣
言
の
理
念
に

基
づ
い
て
、
全
て
の
市
民
の
参
加

に
よ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で

す
。

2
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
市
民
の

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
、

従
来
の
よ
う
に
保
健
・
医
療
分
野

だ
け
で
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、

環
境
・
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
社
会
・

福
祉
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
参
加
と
連

携
を
通
じ
て
都
市
全
体
で
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
提
唱
し
て
い
る
健

康
都
市
の
理
念
に
基
づ
い
て
健
康

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

3
健
康
都
市
施
策
の
柱

　

市
が
健
康
都
市
と
し
て
の
施
策

を
全
市
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
健
康
都
市
と
い
う
観
点
か
ら
、

健
康
に
関
わ
る
施
策
・
事
業
を
体

系
図
の
よ
う
に
５
つ
の
分
野
に
再

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

4
健
康
都
市
推
進
プ
ラ
ン
と
は

　
『
健
康
都
市
重
点
推
進
プ
ラ
ン

（
市
の
取
り
組
み
）』
と
『
健
康

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
プ
ラ
ン

（
市
民
と
の
協
働
）』
の
２
つ
の

プ
ラ
ン
で
構
成
し
ま
す
。

健
康
都
市
重
点
推
進
プ
ラ
ン

（
市
の
取
り
組
み
）

《
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
》

　

健
康
都
市
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
最
も
重
要
な
事
業
と
し
て
、

５
つ
の
施
策
の
柱
に
対
応
し
た
事

業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
し

て
選
定
し
ま
し
た
。
各
分
野
の
中

核
と
し
て
先
導
的
な
役
割
を
果
た

す
だ
け
で
は
な
く
、
分
野
の
枠
を

越
え
た
積
極
的
な
連
携
を
実
現
す

る
た
め
の
横
断
的
事
業
と
し
て
も

位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

○
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
（
国
保
・

中
高
年
・
高
齢
者
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
）

　

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
取

組
み
で
す
。
30
歳
以
上
の
市
民
を

対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
体

力
年
齢
の
若
返
り
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
推
進

事
業

　

開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
緑
の

回
復
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

を
抑
制
し
て
行
く
も
の
で
す
。
緑

豊
か
で
健
康
的
な
生
活
を
楽
し
む

ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

○
駅
前
保
育
施
設
設
置
促
進
事
業

（
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
に
駅
前

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
フ
ォ

レ
ス
ト
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
電
車
で
通
勤
す

る
保
護
者
等
が
駅
で
子
ど
も
を
預

け
、
保
育
所
に
送
迎
す
る
地
域
で

子
育
て
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
千

葉
県
で
は
初
め
て
で
、
全
国
で
も

数
が
少
な
く
、
大
き
な
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
構
想

　

市
内
の
遊
休
地
や
利
用
可
能
な

土
地
を
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
が
で
き
る
多
目
的
運
動
場
と
し

て
整
備
・
提
供
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

○
体
験
農
園
設
立
支
援
事
業

　

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
体
験
農

園
の
開
設
を
支
援
し
ま
す
。
農
作

業
を
通
じ
て
の
体
力
づ
く
り
と
、

作
物
の
成
長
・
収
穫
の
喜
び
を
実

感
す
る
こ
と
で
健
康
の
推
進
を
目

指
し
ま
す
。

《
重
点
施
策
》

　

市
が
施
策
を
展
開
す
る
全
て
の

分
野
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

以
外
の
事
業
の
中
か
ら
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
と
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
重
要
な
事
業
を
重

点
施
策
に
選
定
し
ま
し
た
。

健
康
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
プ
ラ
ン
（
市
民
と
の
協
働
）

《
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
プ
ラ
ン
》

　

健
康
都
市
運
動
は
、
市
全
体
で

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
内
で
は
、
健
康
づ
く
り

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

パブリックコメント 2第1160号　平成20年4月15日（火曜日）

健
康
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）に
ご
意
見
を

流
山
市
健
康
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
概
要

　

市
で
は
、
平
成
19
年
１
月
に
「
健
康
都
市
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
宣
言
の
理
念
に
基
づ
き
、
今
後
の

市
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
取
り
組
み
を
示
す
「
健
康
都
市

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

そ
の
素
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

注
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度　

公

的
な
機
関
が
規
則
や
計
画
を
定
め
る
前

に
、
そ
の
影
響
が
及
ぶ
対
象
者
な
ど
か

ら
意
見
を
事
前
に
聴
取
し
、
そ
の
結
果

を
規
則
や
計
画
に
反
映
さ
せ
る
制
度
。

保健

医療

環境

都市基盤

安心・安全

福祉

教育

地域社会

文化
スポーツ

食育

地産地消

流
山
市
健
康
都
市
宣
言

健康都市施策体系図

《健康都市施策の柱》 《リーディングプラン》
市の取り組み 市民との協働

《健康都市施策》

健診・保健指導
市民の健康づくり

医療体制、緊急医療

環境保全、資源循環

都市基盤整備、公園・緑地

防災、防犯、交通安全

子育て支援、高齢者支援
障害者支援、地域福祉・
生活福祉、バリアフリー

学校教育、生涯学習

市民活動、商工業振興
雇用・労働、人権擁護

文化振興、スポーツ振興
運動習慣

食生活改善、食の安全

農業振興、地産地消
農業体験

健
康
都
市
モ
デ
ル
事
業（
ヘ
ル
シ
ー
セ
テ
ィ
ン
グ
）

健
康
都
市
総
合
環
境
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー（
情
報
の
広
場
）

広
報
・
啓
発
活
動

地域の豊かな生活と
生涯スポーツの活性化を
めざすまちづくり

（地域社会・文化スポーツ分野）

子育て環境先進都市
元気な高齢者先進都市を
めざすまちづくり
（福祉・教育分野）

緑の保全と安心
安全のまちづくり

（環境・都市基盤・安心安全分野）

心と体を健やかに
育むまちづくり
（保健・医療分野）

健全・健康な食生活を
進めるまちづくり
（食育・地産地消分野）

スポーツフィールド構想

駅前保育施設設置促進事業
（駅前送迎保育ステーション）

グリーンチェーン
戦略推進事業

ヘルスアップ事業
（国保・中高年・高齢者・
ヘルスアップ事業）

健康都市
ネットワーク
推進プラン

体験農園設立支援事業

横
断
的
な
取
り
組
み

健
康
に

人
街
も

も

江戸川堤でサイクリング

が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
る

よ
う
に
健
康
都
市
モ
デ
ル
事
業

（
ヘ
ル
シ
ー
セ
テ
ィ
ン
グ
）
と
し

て
支
援
す
る
と
と
も
に
広
く
市
民

に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
組
織
・

団
体
と
の
協
働
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
活
か

す
た
め
に
は
、
横
断
的
・
総
合
的

な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
情
報
共
有
と
連
携
強
化
を

図
る
た
め
、
健
康
都
市
総
合
環
境

イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
（
情
報
の
広

場
）
を
構
築
し
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

〔
募
集
要
項
〕

　

ご
意
見
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

提
出
で
き
ま
す
。
任
意
様
式
に
、

案
に
対
す
る
意
見
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０-

０
１
９
２
流
山
市
役
所
企
画
政
策

課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
提
出
も
可
能
で
す
。
健
康
都

市
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
は
企
画
政

策
課
、
各
出
張
所
・
公
民
館
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

は
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
り

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

す
。
な
お
、
個
別
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
企
画
政
策
課  

健
康
都
市
推

進
室
☎
７
１
５
０-

６
０
６
４

ＦＡＸ
７
１
５
０-

０
１
１
１

Ｅ
メ
ー
ル
：kikakukeiei@

city.
nagareyam

a.chiba.jp

14
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市
長
が
直
接
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を

語
り
合
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
建
設
的

な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
聞

き
し
、
市
長
や
副
市
長
な
ど

も
参
加
し
て
、
福
祉
や
教
育
、

環
境
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
申
し
込
み
不

要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

▽
日
時
／
会
場
＝
①
４

月
19
日
㈯
10
時
～
12
時
／
南

流
山
セ
ン
タ
ー
、
②
４
月
19

日
㈯
14
時
～
16
時
／
水
道
局
、

③
４
月
26
日
㈯
10
時
～
12
時

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

問
秘
書
広
報
課

☎
７
１
５
０-

６
０
６
３

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

３
月
31
日
、
廃
棄
物
対

策
審
議
会
の
篠
山
浩
文
会

長
か
ら
井
崎
市
長
に
「
循

環
型
社
会
形
成
に
向
け
た

ご
み
処
理
有
料
化
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
答
申
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
昨
年
11
月
に
同
審
議

会
に
市
長
か
ら
諮
問
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

審
議
会
で
は
、「
ご
み
処

理
有
料
化
あ
り
き
」
で
は

な
く
「
循
環
型
社
会
形
成

を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
の
ご
み
処
理

廃
棄
物
対
策
審
議
会
か
ら

「
ご
み
処
理
有
料
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
答
申

総
合
的
な 

ご
み
減
量
施
策
と
し
て

　

三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
平
成
５
年
に
組
合
の
設

立
認
可
を
受
け
て
事
業
に
着
手
し
、

３
月
18
日
に
、
組
合
の
解
散
認
可

の
公
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
全

て
の
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
面
積
34
・
２
ha
、

総
事
業
費
１
０
９
億
円
で
、
地
区

中
央
を
南
北
に
縦
断
す
る

新
川
南
流
山
線
の
整
備
や

地
区
北
部
を
東
西
に
横
断

す
る
三
輪
野
山
駒
木
線
の

用
地
確
保
な
ど
道
路
網
を

整
備
し
た
ほ
か
、
上
下
水

道
な
ど
の
供
給
処
理
施
設
、

公
園
・
緑
地
な
ど
の
公
共

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
着
手
か
ら
こ
れ
ま

で
15
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
松
田
佐
一
朗
理
事
長

（
初
代
・
鈴
木
松
雄
理
事

長
）
を
は
じ
め
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
良
好
な
居
住
環

境
を
有
す
る
住
宅
地
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
７
１
５
０-

６
０
９
０

　

市
で
は
、「
公
共
施
設
の
使
用
料

設
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
使
用
料
の
適
正
な
見

直
し
を
行
い
、
こ
と
し
10
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
健
康
都

市
宣
言
を
受
け
て
、
市
内
の
高
校

生
以
下
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
高

齢
者
や
障
害
を
も
つ
方
々
に
対
し

て
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

減
免
措
置
（
２
分
の
１
）
を
講
じ

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
の
高
校
生

以
下
の
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

を
図
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
害
を

も
つ
方
々
の
社
会
参
加
の
促
進
や

体
力
向
上
、
健
康
維
持
に
向
け
気

軽
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
と
併
せ
て
、
施
設
の
使
用

に
当
た
っ
て
の
光
熱
水
費
な
ど
の

コ
ス
ト
を
、
施
設
を
利
用
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
、
施
設
を
充
実
さ
せ
る

な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
見
直
し
の
新
た

な
減
免
措
置
に
該
当
す
る
個
人
や

団
体
（
別
表
参
照
）
は
、
減
免
届

出
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
登
録

の
関
係
上
、
な
る
べ
く
６
月
末
日

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
に

な
る
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

問
企
画
政
策
課

☎
７
１
５
０-

６
０
６
４

公
共
施
設
使
用
料
見
直
し
に
伴
う
減
免
届
出
の
手
続
き

三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

有
料
化
」
と
い
う
考
え
方
を
基
本

に
、
市
が
抱
え
て
い
る
ご
み
処
理

に
係
る
諸
問
題
や
解
決
策
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
有
料
化
が
、
ご
み
処

理
問
題
の
解
決
に
有
効
な
施
策

と
な
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
慎

重
に
議
論
を
重
ね
、「
総
合
的
な
ご

み
減
量
お
よ
び
資
源
化
施
策
と
し

て
、
ご
み
処
理
有
料
化
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う

結
論
を
導
き
出
し
、
今
回
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
答
申
書
の
全
文
は
、
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

☎
７
１
５
７-

８
２
５
０

　市では、平成20年中の議会への上程
を目指して、自治基本条例の作成作業に
取り組んでいます。現在は、市民協議会と
市のそれぞれの代表者、学識経験者によ
る策定調整会議を開催し、自治基本条例
案の取りまとめ作業を行っているところで
す。
　この自治基本条例が成立すれば、千
葉県で第一号になる予定です。本市の自
治基本条例はパブリックインボルブメント
（PI）という手法による、市民と行政の協働
によるものです。
　今号から自治基本条例について、定期
的にコラムを掲載していきます。

Q：どうやってつくっているの？
A：公募市民による市民協議会の皆さん
が市と協定を締結し、まちへ出て自治会
やNPOなどとの119回に及ぶ対話集会を重
ね、3,400人以上の市民の皆さんからいた
だいた約7,000件の意見から、自治基本条
例の原案を作成しました。
　現在、素案づくりに向け、市民協議会の
皆さんと市の代表者、学識経験者による策
定調整会議が開催されています。
　なお、市民協議会の原案作成活動は、
その活動自体が多方面で紹介されていま
す。この市民協議会の活動記録は、その
集大成として400ページにわたる「PI総括報
告書」として取りまとめられています。この
報告書は、市ホームページや市役所企画
政策課でご覧になれます。

問い合わせ：企画政策課☎7150−6064

自治
基本条例

教
え
て
！
自
治
基
本
条
例　
そ
の
①
︲
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
の
？

1
団
体
利
用

区分 減免の内容
・市内の高校生以下の児童・生徒が構成員の過
半数を占める団体が利用する場合（ただし、コ
ミュニティプラザは中学生以下）

2分の1減額

・市内の高齢者（65歳以上）、障害者（障害者手帳等交付
者）が構成員の過半数を占める団体が利用する場合 2分の1減額

2
個
人
利
用

区分 減免の内容
・市内の高校生以下の児童・生徒が利用する場

合（ただし、コミュニティプラザは中学生以下）
2分の1減額

・市内の高齢者（65歳以上）、障害者（障害者手帳
等交付者）が利用する場合

2分の1減額
（介助者免除）

土地区画整理事業が完了した三輪野山地区

良
好
な
居
住
環
境
を
有
す
る
住
宅
地
に

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
適
用答申書授受



今
月
30
日
ま
で
、
建
築
住
宅
課
で
受
け
付
け
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市
で
は
、
男
女
平
等
意
識
の
定

着
や
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ

男
女
が
共
に
参
画
す
る
こ
と
の
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、平
成
14
年
３
月
に
「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、平
成
22
年
度
に
は

「
第
２
次
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
市
民
、
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
に
当
た
り
、
男
女
共
同
参
画
審

議
会
委
員
と
し
て
、
計
画
の
策
定

に
参
画
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市

民
▽
募
集
人
員
＝
５
人
以
内
▽
任

期
＝
平
成
20
年
８
月
下
旬
か
ら
２

年
間
▽
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お

よ
び
面
接
▽
応
募
方
法
＝
応
募
理

由
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
考
え
を
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
５
月
30

日
（
必
着
）
ま
で
に
〠
２
７
０―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
企
画
政
策

課
男
女
共
同
参
画
室
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

　

問
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
☎
７
１
５
０―

６
０
６
４

第
２
次
プ
ラ
ン
の
策
定
へ

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集

　

３
月
27
日
、
市
と
流
山
警
察
署

と
の
間
で
、
暴
力
団
員
の
市
営
住

宅
等
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定

書
を
締
結
し
ま
し
た
。
市
は
平
成

20
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、

「
流
山
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正
、
暴

力
団
員
の
市
営
住
宅
へ
の
入
居
制

限
を
行
う
た
め
、
市
と
警
察
署
と

の
間
で
、
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い

こ
う
と
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で

す
。
唐
鎌
署
長
は
、「
こ
の
条
例
、

協
定
が
有
効
に
運
用
さ
れ
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
全
力

で
支
援
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
現
在
、
４
８
３
戸
の

市
営
住
宅
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
建
築
住
宅
課
住
宅
対
策
室

☎
７
１
５
０―

６
０
８
８

市
営
住
宅
の
暴
力
団
入
居
制
限

市
と
警
察
で
協
定
書

　

き
ょ
う
15
日
か
ら
別
表
の
市
営

住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
受
け
付
け
は
、
建
築
住
宅
課

で
今
月
30
日
ま
で
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）。

　

入
居
者
の
選
考
は
、
住
宅
の
困

窮
度
に
応
じ
て
市
が
行
い
、
順
位

の
定
め
難
い
場
合
は
公
開
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
入
居
時
期
は
、

平
成
20
年
６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

　
【
申
し
込
み
資
格
】

　

①
市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録

が
あ
る
か
、
ま
た
は
勤
め
て
い
る
方

で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方
。

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方（
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
、
１
～
４
級
の
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は

単
身
入
居
が
可
能
で
す
）。

　

③
世
帯
の
年
間
総
収
入
額
が
基

準
額
以
内
で
あ
る
方
。

　

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
。

　
【
必
要
書
類
】

　

市
営
住
宅
入
居
申
込
書
一
式（
建

築
住
宅
課
お
よ
び
各
出
張
所
で
配
布
）。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

建
築
住
宅
課
住
宅
対
策
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
建
築
住
宅
課
住
宅
対
策
室

☎
７
１
５
０―

６
０
８
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

入居者を募集する市営住宅
名称 所在地 間取り 入居人数 募集戸数

柳田団地 流　山
9−500−3 3ＤＫ 2人以上で ３戸

大橋団地 東深井
698−1

3ＤＫ 2人以上で ３戸
2Ｋ 単身者可能 １戸

平方団地 平　方
110−1 2ＤＫ 単身者可能 １戸

西初石団地 西初石
3−1455−１

１ＤＫ 単身者可能 ３戸
２ＤＫ 2人以上で １戸

　※家賃は、収入に応じて決定します。（柳田団地21,100円
から。大橋団地3DK：19,900円、2K：18,300円から。
平方団地10,200円から。西初石団地1DK：21,700円、
2DK：30,000円から）

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
の

従
業
員
の
福
祉
の
向
上
お
よ
び
中

小
企
業
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
、
昭
和
52
年
４
月
か
ら
中
小
企

業
が
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
と

締
結
す
る
、
退
職
金
共
済
契
約
の

掛
金
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
て
き
ま
し
た

が
、
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る

共
済
掛
金
の
補
助
対
象
期
間
が
本

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
の

補
助
金
は
、
こ
と
し
１
月
分
か
ら

３
月
分
ま
で
の
掛
金
に
対
し
て
の

交
付
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

問
商
工
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
５

　

市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
各

学
校
の
余
裕
教
室
や
会
議
室
な
ど

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
開
放

し
ま
す
。
会
議
や
講
習
会
な
ど
に
、

お
近
く
の
学
校
を
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

▽
期
間
／
時
間
＝
平
成
21
年
3

月
ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
学

校
休
業
日
を
除
く
）／
９
時
～
16
時

　

▽
開
放
施
設
＝
教
育
活
動
に
支

障
の
な
い
余
裕
教
室
、
会
議
室
な

ど
　

▽
申
し
込
み
方
法
＝
各
学
校
に

あ
る
指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
使
用
希
望
日
の
2
日

前
ま
で
に
学
校
に
提
出

　

※
営
利
、
政
治
、
宗
教
活
動
な

ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

問
指
導
課

☎
７
１
５
０―

６
１
０
５

　

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
し
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
要

件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
分
か
ら
当
該
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
（
一
戸
当
た

り
の
床
面
積
が

１
２
０
㎡
に
相
当

分
ま
で
で
、
当
該

固
定
資
産
税
額
の

2
分
の
1
）。

　

要
件
1
：
建
築

基
準
法
の
現
行
耐

震
基
準
に
適
合
し

た
工
事
。

　

要
件
2
：
一
戸

当
た
り
の
耐
震
改
修
費
用
が
30
万

円
以
上
。

　

減
額
を
受
け
る
に
は
、
工
事
完

了
後
3
カ
月
以
内
に
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
や
領
収
書
の
写
し
な

ど
を
添
え
、
資
産
税
課
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

賃
貸
住
宅
を
除
く
既
存
住
宅
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
1
月
1
日
か

ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
次
の
要
件
に
合
致
す
る
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
が
完

了
し
た
年
の
翌
年
度
分
の
当
該
住

宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
（
一
戸
当
た
り
の
床
面

積
が
１
０
０
㎡
に
相
当
す
る
ま
で

で
、
当
該
固
定
資
産
税
額
の
3
分

の
1
、
た
だ
し
、
新
築
住
宅
、
耐

市営
住宅

耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
し
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
額
の
減
額

工事完了時期 減額期間
平成20年 1月 1日～
平成21年12月31日 翌年から3年間

平成22年 1月 1日～
平成24年12月31日 翌年から2年間

平成25年 1月 1日～
平成27年12月31日 翌年から1年間

耐
震
改
修
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ
い
て

流
山
市
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
補
助
金

補
助
金
廃
止
の

お
知
ら
せ

会
議
や
講
習
会
な
ど

余
裕
教
室
の
ご
利
用
を

震
住
宅
に
対
す
る
軽
減
措
置
を
除

く
）。

1
居
住
者
要
件
：
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
が
い
る
こ
と

⒜
65
歳
以
上
の
方　

⒝
要
介
護

認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方　

⒞
障
害
者

2
次
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除

く
自
己
負
担
が
30
万
円
以
上
の
も
の

⒜
廊
下
の
拡
幅　

⒝
階
段
の
勾

配
の
緩
和　

⒞
浴
室
の
改
良　

⒟
便
所
の
改
良　

⒠
手
す
り
の

取
り
付
け　

⒡
床
の
段
差
の
解

消　

⒢
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

⒣
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　

減
額
を
受
け
る
に
は
、
工
事
完

了
後
3
カ
月
以
内
に
申
告
書
と
必

要
書
類
（
住
民
票
な
ど
、
写
真
、

工
事
見
積
（
明
細
）
書
、
領
収
書

の
ほ
か
、
補
助
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
場
合
は
給
付
額
が
分
か
る
書

類
）
を
添
え
、
資
産
税
課
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
資
産
税
課

☎
７
１
５
０―

６
０
７
４

3月15日、向小金児童センターで行わ
れた「お父さんも育児を楽しもう」

市
民
に
無
料
で
開
放

協定書を手にする井崎市長と唐鎌署長

　

明
る
い
地
域
社

会
の
創
造
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
を
表
彰

す
る
「
ふ
る
さ
と

づ
く
り
功
労
者
表

彰
」
の
表
彰
式
が

３
月
25
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
井

崎
市
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
17

人
、
１
団
体
が
受
賞
の
栄
に
輝
き

ま
し
た
。
〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
】

▼
秋
元
早
苗
▼
淺
尾
彌
生
▼
井
上

安
子
▼
上
野
伸
子
▼

内
山
忠
男
▼
大
宮
昌

子
▼
塩
澤
和
子
▼
髙

𣘺
靜
代
▼
髙
森
一
枝
▼

髙
森
芳
子
▼
洞
井
良

子
▼
早
瀨
知
子
▼
松

原
輝
夫
▼
水
野
愛
子

【
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
貢
献
】

▼
大
﨑
太
郎
▼
角
田
圭
子

【
寄
附
】

▼
末
𠮷
敏
子
▼
流
山
市
文
化
協
会

舞
踊
部

　

問
秘
書
広
報
課

☎
７
１
５
０―

６
０
６
３

ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労
者
表
彰

17
人
、
１
団
体
が
受
賞
の
栄
に

表彰された受賞者の皆さん

市政情報



　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
生
活
の

負
担
軽
減
や
、
資
格
取
得
を
容
易

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
母

子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
支

給
制
度
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
母
子
家
庭
の
母
親

を
対
象
に
、
就
職
に
有
利
と
な
り
、

生
活
の
安
定
に
結
び
つ
く
よ
う
な

資
格
取
得
（
看
護
師
や
理
容
師
な

ど
２
年
以
上
が
対
象
の
修
業
期
間
を

必
要
と
す
る
制
度
が
対
象
）
を
促

進
す
る
た
め
に
、
母
子
家
庭
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　

申
請
要
件
：
平
成
20
年
４
月
１

日
現
在
で
次
の
要
件
に
全
て
該
当

す
る
母
子
家
庭
の
母
親

　

①
資
格
取
得
に
必
要
な
期
間
の

３
分
の
２
が
経
過
し
て
い
る
方

　

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

　

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件

と
同
様
の
所
得
水
準
の
方

　

④
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま

れ
る
方

　

⑤
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の

両
立
が
困
難
な
方

　

①
～
⑤
に
該
当
す
る
方
は
、
４

月
25
日
ま
で
に
、
子
ど
も
家
庭
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

後
新
た
に
資
格
取
得
を
考
え
て
い

る
方
や
、
す
で
に
修
業
中
で
あ
る

が
①
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い

方
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
２

母
子
家
庭
に
新
た
な
支
援
策

看
護
師
や
理
容
師
な
ど
の
資
格
取
得
を
支
援
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こ
と
し
4
月
1
日
か
ら
、
麻
し

ん･

風
し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
、
中
学
1
年
生
お

よ
び
高
校
3
年
生
相
当
の
年
齢
の

方
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
（
平
成

24
年
度
ま
で
の
期
限
付
き
）。

　

対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
を

行
い
ま
し
た
。
通
知
が
届
か
な
い

方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

  

今
年
度
の
対
象
者

　

３
期　

中
学
1
年
生
＝
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ

　

４
期　

高
校
3
年
生
＝
平
成
２

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ

　

使
用
ワ
ク
チ
ン
：
原
則
と
し
て

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
期
限
：
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で

　

実
施
場
所
：
指
定
医
療
機
関

　

費
用
：
無
料
（
対
象
年
齢
外
の

方
は
有
料
）

　

た
だ
し
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
共

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
、
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
そ

れ
ぞ
れ
2
回
受
け
て
い
る
方
は
接

種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ワ

ク
チ
ン
な
の
で
妊
娠
中
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
女
性
は
接
種

後
２
カ
月
間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

　

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
５
４―

０
３
３
１

　

市
で
は
、
子
育
て
を

し
て
い
る
保
護
者
の
方

が
病
気
・
出
産
・
冠
婚

葬
祭
な
ど
に
よ
り
、
家

庭
で
の
養
育
が
一
時
的

に
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
宿
泊
ま
た
は
日
帰

り
で
指
定
し
た
児
童
養

護
施
設
で
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
す
る
「
子
ど

も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
登
録
お
よ
び
利

用
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
別
表
に
よ
り
利
用

者
負
担
金
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
１
歳
以
上

18
歳
未
満
の
児
童
▽
指

定
施
設
＝
児
童
養
護
施

設･

晴
香
園
（
松
戸
市

根
木
内
）
▽
利
用
区
分

＝
宿
泊
…
連
続
で
７
日

間
以
内
、
日
帰
り
…
８

時
～
18
時
の
う
ち
８
時

間
以
内
、
夜
間
…
18
時

～
22
時

　

※
児
童
が
集
団
養
育

に
適
さ
な
い
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
１

日
の
利
用
人
数
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
７
１
５
０-

６
０
８
２

　

妊
娠
初
期
は
、
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
不

安
定
な
時
期
で
す
。

　

特
に
、
お
な
か
の
ふ

く
ら
み
が
目
立
た
な
い

方
は
、
電
車
内
な
ど
公

共
の
場
所
で
、
な
か
な
か
配
慮
を

得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
周
囲
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
母
子
手
帳
の
交

付
の
時
に
市
民
課
、
各

出
張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
に
気
付
い
た
ら
、

あ
な
た
の
や
さ
し
い
思
い
や
り
の

心
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
２

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
が
、

就
業
に
つ
な
が
る
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
に
、
受
講
に

要
し
た
経
費
の
一
部
（
受
講
料
な

ど
の
２
割
相
当
額
・
限
度
額
10
万

円
）
を
給
付
金
と
し
て
支
給
し
、

自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る

講
座
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

受
講
前
に
必
ず
相
談
を
受
け
て
か

ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
２

子育て

利
用
者
負
担
金

区分 宿泊（1 泊当たり） 日帰り 夜間
２歳未満 ２歳以上 ２歳未満 ２歳以上

生活保護世帯 0円 ０円 0円 0円 ０円
市民税非課税世帯 1,100円 1,100円 550円 550円 350円
上記以外の世帯 5,500円 2,850円 2,750円 1,400円 800円

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

ご
利
用
に
は
事
前
に
登
録
・
申
請
を

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

母
子
家
庭
の
自
立
に
向
け
た

教
育
訓
練
の
受
講
に
給
付
金
を
支
給

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

中
学
1
年
生
・
高
校
3
年
生
も
対
象
に

　

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
児
童
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
手
当
の
支
給
は
、

申
請
し
た
翌
月
か
ら
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
出
生
な
ど
に
よ
り

児
童
の
養
育
を
始
め
た
方
や
、
流

山
市
に
転
入
し
前
住
所
地
で
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
公
務
員
は
勤
務
先
）。

　

児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
限
度

額
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
者
の

所
得
額
に
よ
っ
て
は
支
給
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

前
年
は
所
得
制
限
を
超
過
し
た

が
、
所
得
額
な
ど
に
変
動
が
あ
り
、

新
た
に
申
請
を
す
る
方
は
５
月
中

に
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方

で
、
①
出
生
な
ど
で
児
童
が
増
え

た
と
き
②
児
童
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
③
退
職
な
ど
に
よ
り

厚
生
年
金
な
ど
か
ら
国
民
年
金
に

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
の
場
合
に
も

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
２

児
童
手
当
の
手
続
き

出
生
や
転
入
の
際
に
は
忘
れ
ず
に

　

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
が
、
歌
っ
て
も
泣

い
て
も
踊
っ
て
も
、
お
客
さ
ん
も
奏
者
も

気
に
し
な
い
こ
と
が
約
束
に
な
っ
て
い
る

子
育
て
中
の
家
族
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

　

今
回
は
、
市
川
学
園
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
を
招
い
て
「
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
し
り
か
じ
り
虫
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー
な
ど
の
演
奏
を

は
じ
め
、「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
コ
ー
ナ
ー

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
を
体
験
で
き

る
「
あ
な
た
が
指
揮
者
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

み
ん
な
で
参
加
で
き
る
楽
し
い
企
画
も
盛

り
だ
く
さ
ん
。
Ｊ
リ
ー
グ
・
柏
レ
イ
ソ
ル

応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
レ
イ
く
ん
も
来
て
、

一
緒
に
写
真
が
撮
れ
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、
公
民
館
な
ど
で
活
動

し
て
い
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ひ
だ
ま
り
」
が
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
５
月
10
日
㈯

　

▽
時
間
＝
バ
ザ
ー
…
13
時
～
16
時

　

コ
ン
サ
ー
ト
…
14
時
～
15
時
30
分

　

▽
場
所
＝
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

▽
入
場
料
＝
無
料

　

▽
申
し
込
み
＝
不
要

　

問
文
化
会
館

☎
７
１
５
８―

３
４
６
２

子育て
サロン
コンサート

保育ボランティア
グループ
「ひだまり」バザー

and

ラ
ス
ト
は
子
ど
も
た
ち
も
舞
台
に
上
が
っ
て
大
は

し
ゃ
ぎ
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施策会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Measure conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
Recruitment

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

★赤城福祉会館まつり
　 日4月26日㈯10:00 ～15:30（予
定）所赤城福祉会館　内福祉会館利用者
によるダンス、踊り、詩吟などの発表、
消防職員による住宅用火災警報器の話
　※当日は予約なしに自由に来館できま
す。昼食は各自持参。
　問赤城福祉会館☎7158－4545
親子で楽しむ昔あそび（流山市子
どもの読書推進の会主催）
　 日4月27日 ㈰・29日 ㈷10:00 〜
11:00　所森の図書館　対幼児とその
保護者、小学生　内親子で楽しめる昔
あそび（おてだま、あやとり、おりがみ）
を体験
　問中央図書館☎7159－4646

施策会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Measure conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
Recruitment

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

★一茶双樹記念館　邦楽コンサート
　日4月26日㈯15:00から　所一茶双
樹記念館　定60人（先着順）　▶演目

「グラデェーション《風の彩》」、「春の曲」、
「海を讃えて」、「二種の三絃の為のソナ
タ」、「夜の円舞曲」　▶出演冨澤雅楽恵

（箏・三絃）、熊田雅芳（箏）、南海佳子（箏・

十七絃・三絃）、枡田恭山（尺八）　費無
料　申電話で生涯学習課へ
　問生涯学習課☎7150－6106

施策会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Measure conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
Recruitment

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

★行財政改革審議会
　 日4月25日㈮14:00 〜　所市役所
内行財政改革に関する諮問
　問行政改革推進課☎7150－6078
★総合計画審議会
　日4月22日㈫16:30 ～　所 市役所
　内後期基本計画の策定について
　問企画政策課☎7150－6064

施策会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Measure conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
Recruitment

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

公共施設予約システムの変更について
　施設予約システムを使ってのキャンセ
ルは、利用日前日までできましたが、5
月1日利用分から、施設予約システムを
使ってキャンセルできるのは、利用する
日の7日前の24時までになりますので、
十分注意して申し込みをしてください。
また、平成20年5月1日から、施設予
約システムのアドレスを以下のアドレス

（ＵＲＬ）に変更させていただきます。
http://www.city.nagareyama.
chiba.jp/yoyaku/index.htm

　お使いのパソコンのブラウザーの「お
気に入り」に登録している方は、アドレス

（ＵＲＬ）の変更をお願いします。
　問行政改革推進課IT推進室☎7150
－6078
流山市まなびガイドについて
　生涯学習に関する情報の一部抜粋を

「流山市まなびガイド」として広報ながれ
やまの4月15日号と9月15日号に掲載
していましたが、本年度から掲載を中止
することとなりました。今後は「まなびピ
ア流山21(学習機会情報編)」として、市
のホームページと冊子をもって、より充
実した内容を皆さんにお届けします。
　なお、冊子は、生涯学習課、公民館、
図書館、福祉会館、出張所、児童館な
ど市の施設に設置しますので、ぜひご利
用ください。
　問生涯学習課☎7150－6106

お詫びと訂正
　本紙平成２０年４月１日号の８面に掲
載した「愛宕ふれあい農園」の記事で、
見出しと本文中で「市内で初の体験
農園」と紹介しましたが、市内で初め
てというのは誤りでしたので、お詫び
して訂正します。
　問農政課☎７１５０－６０８６

インフォメーション 6

　このコーナーに掲載を希望する方は、
掲載申込書（市内公共施設備え付け、市
ホームページからのダウンロードも可）に
必要事項を明記の上、秘書広報課に提出
してください。なお、イベント掲載希望者
は、掲載希望号の1カ月前までに提出を。
　問秘書広報課☎７１５０－６０６３

　山野草展（花神会主催）＝４月２５日㈮
～4月２７日㈰９時～１７時（２５日は１２
時３０分から、２７日は１５時まで）、杜
のアトリエ黎明。入場料無料　問塚本
☎７１５８―９７７２
　四季のお話会「子どものための春
のお話会」（親と子のフリースペース
＂そら＂主催）＝４月２６日㈯１４時～１４
時３０分、会場などは問い合わせを。
参加費大人５００円問百瀬☎７１５９－
１２２５
　春の山野草展（流山愛草会主催）＝４
月２７日㈰、５月２５日㈰９時３０分～１６
時、初石公民館。入場料無料　問片岡
☎７１４７－０５８８
　高木善之さん講演会「オーケストラ
指揮法」　本当に大切なものって、な
あに？（実行委員会主催、市教委後援）
＝４月２９日㈷１４時～１６時、生涯学習
センター。前売りチケット1,500円、
当日チケット1,700円　問安部☎090
－6187－5595
　グリーンフェスティバル２００８フリー
マーケット出店者募集（ＮＰＯ法人フ
リーマーケット推進ネットワーク主催、
市後援）＝５月３日㈷～５月５日㈷１０時
～１５時、流山おおたかの森駅南口都
市広場。参加費2,000円　問堀井☎
０９０－１８４８－９４１５
　講演会「思春期の子どもとの日々に
思うこと」（ＮＰＯ法人流山おやこ劇場
主催）＝５月２４日㈯１３時３０分～１５
時、南流山福祉会館。参加費５００円（資
料代）　問同事務局☎７１５２－０４４６

（月・水・金曜10 〜15時）

ventイベント

市
民
文
芸

四
月
作
品

原
稿
は
直
接
選
者
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

※
必
ず
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）を

明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳
句
水
見
壽
男　

選
（
流
山
市
東
深
井
８
６
５―

１
１
１
）

詩
小
林
稔　

選（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４―

１
０
９
宮
田
方
）

【
評
】
終
焉
へ
と
連
な
る
道
に
は
、
記
憶
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
ふ
と
振
り
返
れ
ば
遥
か
下
に
地
上
が
広
が
っ

て
い
る
。
弱
っ
た
足
で
よ
ろ
め
き
な
が
ら
、
天
界
を
一
段
一
段
と
登
る
。
私
た
ち
は
皆
、
神
の
住
ま
い
と
し
か
讃

え
よ
う
も
な
い
天
空
を
見
上
げ
、
祈
る
だ
ろ
う
、
水
と
な
っ
て
降
り
注
が
ん
こ
と
を
。

田
の
神
へ
合
掌
を
し
て
畦
を
焼
く

雑
布
を
刺
せ
る
往
時
よ
日
脚
伸
ぶ

草
餅
に
故
郷
の
香
を
な
つ
か
し
む

春
雷
や
父
の
一
喝
今
も
な
ほ

汁
椀
に
潮
の
香
あ
ふ
る
浅
蜊
か
な

天
空

天
と
地
を
仰
ぎ
見
て

神
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
美
し
い
空
を
つ
く
っ
た
と

四
角
い
家
の
テ
ラ
ス
で
ひ
と
り
呟
い
て
い
る

弟
、
あ
な
た
の
好
き
だ
っ
た
こ
の
テ
ラ
ス
に
出
て

焼
夷
弾
の
舞
い
散
る
中
を
い
っ
し
ょ
に
逃
げ
た

あ
な
た
と
育
っ
た
こ
の
家
か
ら

道
は
ま
っ
す
ぐ
、
ど
こ
ま
で
も
歩
い
た
ね

子
ど
も
の
こ
ろ
受
け
た
慈
し
み
を

人
に
返
し
、
い
と
お
し
む

幸
せ
を
願
っ
て
祈
り
を
捧
ぐ

―
―

天
界
を
大
海
と
し
て
湧
く
鰯
雲

と
夫
は
句
を
詠
む

水
の
命
は
天
界
を
涼
と
し
て
な
が
れ

命
が
燃
え
尽
き
よ
う
と
も

記
憶
の
道
は
一
直
線
に
つ
づ
い
て
い
る

【
評
】
一
句
目　

日
本
は
農
耕
民
族
と
い
う
歴
史
の
背
景
を
持
つ
。
こ
の
句
は
田
の
神
へ
祈
り
を
捧
げ
、
秋
の
豊

穣
へ
更
に
祈
り
を
重
ね
る
。
合
掌
す
る
農
民
の
姿
が
気
高
く
も
あ
り
、
畦
焼
き
は
土
の
消
毒
と
灰
は
肥
料
と
な
る
。

二
句
目　

季
節
と
し
て
は
む
し
ろ
冬
場
、
毎
日
少
し
ず
つ
日
脚
が
伸
び
て
来
る
日
和
と
な
る
。
そ
ん
な
時
に
、
寸

暇
を
惜
し
ん
で
裁
縫
に
勤
し
む
人
の
姿
が
、
浮
彫
り
に
さ
れ
る
。
三
句
目　

草
餅
を
介
し
て
の
望
郷
の
念
。
蓬
を

摘
み
、
干
し
そ
し
て
蒸
し
、
更
に
臼
で
搗
い
て
草
餅
に
仕
上
げ
る
の
で
あ
る
。
独
特
の
草
の
匂
い
が
望
郷
の
さ
わ

り
の
気
持
ち
に
連
動
す
る
の
で
あ
る
。
四
句
目　

地
震
か
み
な
り
火
事
そ
し
て
親
父
、
そ
ん
な
慣
用
句
が
思
い
浮

か
ぶ
。
そ
れ
に
し
て
も
雷
の
よ
う
な
親
父
の
存
在
も
少
な
く
な
っ
た
か
に
…
。
五
句
目　

浅
蜊
は
潮
干
狩
の
主
要

な
獲
物
で
あ
る
。
お
奨
め
は
何
と
言
っ
て
も
潮
汁
だ
。
潮
の
香
り
が
舌
に
眩
し
い
感
じ
で
あ
る
。

　

三
輪
野
山
第
２
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
発
掘
調
査
を
行
っ

て
き
た
三
輪
野
山
貝
塚

の
出
土
品
展
を
博
物
館

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

三
輪
野
山
貝
塚
は
、

縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩

期
に
か
け
て
の
集
落
跡

で
、
発
掘
調
査
に
お
い

て
約
百
軒
に
及
ぶ
住
居

跡
や
、
五
つ
の
貝
塚
・

環
状
盛
土
・
中
央
窪
地

な
ど
祭
り
の
場
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
出
土
し
た
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ

り
の
遺
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

時
期
に
よ
り
移
り
変
わ
る
縄
文
土
器
の
形
や
文
様
。
用
途

に
よ
り
形
が
異
な
る
石
器
な
ど
の
生
活
道
具
。
貝
塚
か
ら
は

動
物
の
骨
で
作
っ
た
道
具
。
祭
り
に
使
う
土
偶
や
石
棒
な
ど
約

５
５
０
点
が
一
堂
に
会
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ス
イ
製
の
垂
飾
や
赤

彩
さ
れ
た
耳
飾
り
な
ど
も
見
事
で
す
。
縄
文
時
代
人
の
心
情
と

技
術
の
粋
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

▽
開
催
期
間
＝
５
月
25
日
㈰
ま
で
※
5
月
5
日
㈷
を
除
く
月

曜
、
4
月
30
日
㈬
、
5
月
7
日
㈬
は
休
館
▽
場
所
＝
博
物
館
▽

時
間
＝
9
時
30
分
〜
17
時
▽
入
場
料
＝
無
料

　

問
生
涯
学
習
課
☎
７
１
５
０‒

６
１
０
６

市
立
博
物
館
で

三
輪
野
山
貝
塚
出
土
品
展

短
歌
武
田
静
江　

選
（
流
山
市
松
ケ
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第1160号　平成20年4月15日（火曜日）

項目 若葉台 西初石 東初石 青田
①騒音 時間 13 33 13 11
②NO2 日 0（0） 6（0） 1（0） 0（0）
③SPM 有無 無 無 無 無

④日平均
　交通量

上り 下り 合計
42,346台 43,061台 85,407台

①昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベル
の協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた
日数（0.06ppmを超えた日数）
③日平均値が0.10㎎／㎥を超えた日が２日以上連続
したことの有無
　問環境政策課☎7150－6083

項目 法・条例に
よる規制値

保証
数値 測定数値

大
気
質

排
出
ガ
ス

硫黄酸化物（ppm） — 10以下 2月分 1以下
窒素酸化物（ppm） 250以下 30以下 2月分 10以下
塩化水素（ppm） 430以下 10以下 2月分 2以下
ばいじん（㎎ /㎥ N） 80以下 5以下 2月分 1以下
水銀（㎎ /㎥ N） — 0.03以下 2月分 0.010以下
ダイオキシン類
（ng−TEQ/㎥ N） 1以下 0.01以下 1月分 0.00011以下

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要す
ることから結果の公表が遅れます
※ごみ焼却施設の安全管理審査の実施に伴い、2月の排ガス測定を実施していない
ことから硫黄酸化物・窒素酸化物・塩化水素・ばいじん・水銀については、3月4日
の測定数値を掲載しています
　問リサイクル推進課☎7157－8250
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第21回全国健康福祉祭かごしま
大会（ねんりんピック鹿児島2008）
の県代表参加選手の募集
　 日 所10月24日㈮～28日㈫（4泊5
日）鹿児島県内　対昭和24年4月1日以
前生まれで県内在住の方　内ゴルフ・マ
ラソン・ウオークラリー・民謡▶締め切り
=5月21日　応募方法、参加経費など
詳細は問い合わせを
　 問 千葉県社会福祉協議会☎043－
245－2208
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★『身体障害者のための料理講座』
参加者募集案内
　 日5月13日㈫10:00 ～13:00　所

南流山センター　対身体障害者手帳を
お持ちの方　定20人（先着順）　費材料
費など実費（700円程度）　受5月2日㈮
まで　持エプロン・三角巾　▶メニュー
①国産うなぎの「ひつまぶし」②彩

さい

菜
さい

汁
じる

③
シャキシャキ煮びたし④豆腐白玉フルー
ツ添え
　※どのような障害をお持ちの方も、お
気軽にご参加ください。
　※自助具の紹介もいたします。
　申問身体障害者福祉センター
☎7155－3638　 ＦＡＸ 7153－3437
★古文書講座を開催
　市立博物館では、古文書講座（解読入
門）を5月から全4回開催します。
　市内には多くの古文書が残されていま
す。今回の講座では幕末期の史料を取り
上げ、当時の世相などについて考えます。
　日5月11日㈰・25日㈰、6月8日㈰・
22日㈰13:30 ～　所中央図書館　対

市民　定50人（先着順）　内古文書解読
の基礎　費4回で200円（資料代）　申

電話で博物館へ
　問博物館☎7159－3434
生涯学習センターの講座
①メイクアップ体験講座（3回コース）
　日5月9日㈮・16日㈮・23日㈮9:30
～11:30　費3回で4,500円（教材費
別途：1回500円）　定20人

②足もみとヨーガのスペシャル	
　日毎週金曜19:00 ～20:10　費1回
1,500円　定15人　持バスタオル持参
③ゾーンセラピー（金曜コース）
　日5月2日・9日・16日・23日・30日（毎
週金曜15:15 ～16:15）　費5回で2,500
円　定15人
④落語入門講座（新選！流山寄席）
　 日5月11日㈰14:00 ～16:00　▶
講師＝立川談幸ほか　費1,500円（前売
り）2,000円（当日）　定300人
　 所 申 問生涯学習センター☎7150－
7474
★体験農園「野菜づくり講座」の開催
　公民館では、農業者の指導を受けなが
ら野菜づくりなどの体験を通じて、「健康
の維持・増進と食育の推進」をテーマに
体験農園「野菜づくり講座」を開きます。
　 日5月17日～平成21年1月17日ま
での土曜（全15回）9:00 〜12:00　所

愛宕ふれあい農園（県立流山北高校北
側）　対市民（家族）　定30組（多数抽
選）　費教材費4,000円　 申往復ハガ
キに体験農園｢野菜づくり講座｣希望、住
所、家族の氏名（フリガナ）、電話番号、
返信用に宛名を明記の上、4月30日（必
着）までに〠270－0176流山市加1－
16－2文化会館へ
　※申し込みは、ハガキ1枚につき1家族

（重複申し込みは不可）
　問文化会館☎7158－3462

★ワード初級講座(全3回)
　 日5月20日 ㈫・21日 ㈬・22日 ㈭
10:00 ～12:00　所 文化会館　対 文
字入力のできる方　定20人（多数抽選）
　内ワードの基本操作習得～イラストが
入った 簡 単 な お 知ら せ を 作 る　 費

2,000円（テキスト代）　持筆記用具　
申往復ハガキに講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号、返信用に宛名を明記
の上、4月25日（必着）までに〠270－

0176流山市加1－16－2文化会館ワー
ド初級係へ
　問文化会館☎7158－3462
★パソコンによるデジカメ編集講座
（全2回）
　 日5月21日 ㈬・22日 ㈭13:30 ～
16:30　所文化会館　対マウス操作の
できる方　定15人（多数抽選）　内デジ
カメの撮り方からパソコンによる編集加
工まで　費2,500円（テキスト代）　持デ
ジカメ一式、ＵＳＢケーブル　申往復ハ
ガキに講座名、住所、氏名、年齢、電
話番号、返信用に宛名を明記の上、4月
25日（必着）までに〠270－0176流山
市加1－16－2文化会館パソコンによる
デジカメ編集講座係へ
　問文化会館☎7158－3462
★エクセル初級講座(全2回)
　 日5月20日 ㈫・21日 ㈬18:00 ～
21:00　所文化会館　対文字入力ので
きる方　定20人（多数抽選）内エクセル
の基本操作を中心に簡単な関数を使って
表の作成を学びます　費2,000円（テキ
スト代）　持筆記用具　申往復ハガキに
講座名、住所、氏名、年齢、電話番号、
返信用に宛名を明記の上、4月25日（必
着）までに〠270－0176流山市加1－
16－2文化会館エクセル初級係へ
　問文化会館☎7158－3462
★リサイクルプラザ・プラザ館の講座
　所リサイクルプラザ・プラザ館
①和服地でベストづくり(全2回)
　 日5月13日 ㈫・20日 ㈫13:00 〜
16:00　定10人（多数抽選）　持和服
地、洋裁道具
②健康ぞうりづくり
　 日5月12日㈪
10:00〜16:00
定20人（ 多 数 抽
選 ）　 費300円

（材料代）　持古
バスタオル、はさ
み、昼食
　申往復ハガキ（1講座につき1枚）に、
開催日、講座名、住所、氏名、電話番号、
返信用に宛名を明記の上、4月30日（必
着）までに、〠270－0174流山市下花
輪191リサイクル推進課へ
　問リサイクル推進課☎7157－8250
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甲種防火管理新規講習を開催
　平成20年度第1回甲種防火管理新規
講習を開催します。
　日6月5日㈭～6日㈮9:00 〜16:30
所 南 流 山 セ ン タ ー　 定250人　 費

6,000円　受5月12日㈪～16日㈮　
申㈶日本防火協会ホームページからダウ
ンロード又は4月下旬頃市消防本部予防
課にて配布の申込書に必用事項を記入
し、 ㈳千葉県消防設備協会（ ＦＡＸ 043－
268－7118）または持参にて受付
　問予防課☎7158－0270
学童保育所指導員の募集
つくしんぼ学童クラブ（中野久木）
　▶勤務内容＝新川小学校1 ～3年生の
放課後保育
　▶勤務日＝①土曜を含む週4 ～5日②
週1日～2日
　▶勤務時間＝①4 ～5時間②2 ～3時
間
　▶時間給＝①900円(試用期間3カ月
は850円)②850円
　※詳細は問い合わせを
　 問つくしんぼ学童クラブ☎7154－
2114
もりのいえ学童クラブ（東深井）
　▶勤務内容＝東深井小学校1 ～3年生
の放課後保育
　▶勤務日＝週2 ～4日程度
　▶勤務時間＝3 ～5時間程度
　▶時間給＝830円
　※詳細は問い合わせを　
　 問もりのいえ学童クラブ☎7156－
0778
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★読んでみよう！教科書にのってい
る文学作品展
　▶展示期間と会場　①4月22日㈫～
27日㈰中央図書館②5月1日㈭～6日㈫
森の図書館③5月9日㈮～15日㈭南流
山分館　内市内の小学校の国語教科書
と、そこに掲載されている文学作品の原
本を展示
　問中央図書館☎7159－4646

7 インフォメーション

日＝日時　所＝会場・場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用　受＝受付期間
持＝持ち物　申＝申込先・申込方法　問＝問い合わせ　★は市主催のものです。

第240回
サロンコンサート
▶日時＝4月25日㈮12時15分から
▶場所＝市役所１階ロビー
▶テーマ＝ピアノ名曲集～春風のささやき～
▶曲目＝①トルコ行進曲②ソナタ「テンペス
ト」より　第３楽章③トロイメライ④幻想即興
曲⑤亜麻色の髪の乙女⑥革命のエチュード⑦

花のワルツ　

▶出演＝板倉寿美子、吉田真利子（ピアノ）

▶問い合わせ　流山市音楽家協会・里舘☎

7153－4085

環境
測定
結果

常磐自動車道
（平成20年2月）

クリーンセンター大気質
（平成20年1月・2月分）

MUSIC

MUSIC



市内で行われたイベントや話題の情報など、幅広くピックアップ！
旬の出来事をお届けします。

　３月２６日、ＳＦＳ合奏団の皆さんが、中国
長沙市で行われる日中文化交流コンサートを
前に市長室を訪問し、コンサートの抱負など
を語ってくださいました。ＳＦＳ合奏団は、小
学３年生から大学２年生までのバイオリニスト
１６人を中心に演奏活動を続けています。
　なお、同合奏団は、３月２９日に無事、中
国でのコンサートを成功させ、日中友好公

演帰国報告会として４月２０日㈰１３時３０
分からと１６時からの２回、ＴＸグランドアベ
ニューおおたかの森で無料のコンサートを開
催します。主催は、流山おおたかの森駅ラ
イブ実行委員会。この駅ライブは、昨年１０
月に惜しまれながら終了した駅コンサートを
引き継ぐ形で続けられ、今回で１２回目とな
ります。

～ごみが増えています。減量化にご協力を～
期　日 業　務　案　内 　※集積所へは、8時30分ま

でに出してください。
　※粗大ごみの戸別収集は、4
月27日・29日、5月3日～ 6日
は収集しません。
　※日曜日を除くクリーンセ
ンターへのごみ搬入時間は、8
時30分 ～ 11時40分、13時 ～
15時40分です。
　※搬入するごみは、全て重
さによる有料処分となってい
ます。

4月26日㈯ 通常どおり収集します
4月27日㈰ 収集しません
4月28日㈪

通常どおり収集します

4月29日㈫
4月30日㈬
5月 1日㈭
5月 2日㈮
5月 3日㈯
5月 4日㈰ 収集しません
5月 5日㈪ 通常どおり収集します5月 6日㈫

診  療  日　4月29日㈫、5月3日㈯～6日㈫
診療場所　保健センター内平日夜間・休日診療所
                ☎7155―3456　西初石４―1433―1
　初石駅下車徒歩約8分または、流山おおたかの森駅前か
ら「ぐりーんバス」もあり
診療科目　①内科・小児科（9時～11時30分、13時～16時30分）

②歯科（9時～11時30分）
　※午後の診療は13時30分から。健康保険証を忘れずに。
往診はしません。夜間の救急については消防本部☎7158
－0119へ

施設名
４月 ５月

28日 29日 30日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
月 火 水 木 金 土 日 月 火

市役所、各出張所 注１ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
おおたかの森出張所 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
水道局 注２ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
保健センター、柏健康福祉センター ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
地域福祉センター (ケアセンター） ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●

クリーン
センター

リサイクルプラザ・プラザ館 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ●
ごみ焼却施設
リサイクルプラザ・リサイクル館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

し尿処理場 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
生涯学習
センター

生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民活動推進センター 注３ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●

中央図書館　森の図書館　各分館 注４ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
博物館 注４ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
一茶双樹記念館　杜のアトリエ黎明 注４ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化会館　各公民館　南流山センター 注５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民総合体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コミュニティプラザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
各福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
身体障害者福祉センター ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
老人福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童館・センター ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ●
ぐりーんバス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
流山運転免許センター 注６ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ●
注１：戸籍の届出や緊急時は､ 市役所守衛室（☎7158－1180）ヘ
注２：漏水などは、㈱流山水道センター（☎7159－9106）へ
注３：施設利用登録団体の事前予約があれば、閉館日も利用できます
注４：5月7日㈬は休館日です
注５：4月29日と5月3日～6日は、市民会館の予約申請はできません
注６：5月4日は、優良講習の更新と記載事項変更のみ受け付けします

流山
な
が
れ
や
ますたいる

　４月３日から民放各社でテレビ放送されているダイハツ「タント」のＣＭをご存知
ですか。このＣＭは、３月21日に流山おおたかの森駅前広場で、小池栄子さんや
ユースケ・サンタマリアさんが出演し撮影されたものです。
　また、３月２日には、流山工業団地の澤地シェルモールド社でドラマの撮影が行
われました。こちらは、４月12日から放送されているＮＨＫ土曜ドラマ「トップセー
ルス」の撮影でした。
　撮影現場では、フィルムコミッション事業としてＮＰＯ法人流山フィルムワークス

（岩佐大介理事長）が協力。流山市フィルムコミッションは、映画・ドラマ・ＣＭな
どの撮影誘致や協力によって街の活性化を図っています。

　日曜と祝日に、おおたかの森出張所ロビー（流山おお
たかの森Ｓ・Ｃ３階）で開かれる日曜情報センターが１周
年を迎え、３月３０日に記念イベント「木のぬくもりあふ
れる“ふくろうの森”にいらっしゃい！」が行われました。
　春休みということもあり、親子で参加できる催しをと
企画された今回の日曜情報センターは、接着剤を使って
作る木工作品の制作体験や、陶器に絵付けをして楽しみ
ました。立ち寄った家族連れなどは、木のぬくもりに触
れながら楽しいひと時を過ごしました。
　また、会場では、小さなお子さんがふくろうの塗り絵
に挑戦。思い思いの色を塗り、オリジナルのふくろうの
絵を描きました。この
塗り絵は、ゴールデン
ウイークの４月２９日
㈷から５月６日（振休）
まで「ふくろうの森」で
展示されます。
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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
388億4,900万円
352億5,136万8千円

（＋
（＋
（＋
（＋

／＋
／＋
／＋
／＋

157,058
77,988
79,070
61,292

人
人
人
世帯

237
109
128
247

1,952
951
1,001
1,612

）
）
）
）

毎月1日・15日発行

〈4月1日現在〉

▶▶▶▶▶▶ゴールデンウイークの各種お知らせ◀◀◀◀◀◀
施設案内 診療案内休日

収集ごみ

日曜情報センターが
1周年

SFS合奏団が帰国報告コンサート

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします。
本紙掲載の募集記事などにかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

○＝開館等　●＝休館等

ふくろうの森の木工や
陶芸を楽しむ

Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
を
撮
影

駅前や工業団地を舞台に
フィルムコミッション

古紙100％再生紙、大豆油インク使用


